
アジェンダ２１すいた 会議記録表 

 

作成者：田中 

会議名 幹事会 
日 時 令和 2年 12月 23日（水） 10：00～12：00 

場 所 吹田市役所高層棟４階 特別会議室 

出席者(敬称略) 幹事：三輪信哉、福井一彦、馬場慶次郎、池渕佐知子、藤田和則、荒堀尚、小田信子、

西川由希、馬場多佳子、東田康司 

関係者：大林テル 

事務局：丸谷、廣瀬、田中 

欠席者(敬称略) 水川晶子 

議事次第 １ 報告 

 ・各部会及び団体及び行政より 

  【資源部会（水川さん）より】大阪ごみを考える通信について（資料１） 

  【行政より】フードドライブについて（資料２） 

 ・フラッグシッププロジェクトより 

２ 新規団体会員 ほぼエコCafé&Gallerry「NAZ（ナーズ）」について（資料３） 

３ すいた環境教育フェスタ（ウェブ開催）について（資料４、５） 

４ 吹田市情報発信プラザでの展示イベントについて（資料６） 

５ アジェンダ２１すいた幹事会のオンライン開催について 

６ その他 

 ・SDGｓ啓発について 

 ・（大阪府より）新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた取組みについて

（資料７、情報提供のみ） 

配布資料 ● 次第 

● 資料 1  大阪ごみを考える通信 

● 資料２  フードドライブチラシ 

● 資料３  ほぼエコCafé&Gallerry「NAZ（ナーズ）」総合案内 

● 資料４  すいた環境教育フェスタ 2021 募集要項 

● 資料５  すいた環境教育フェスタ 2021(ウェブ開催)に関する要領 

● 資料６  吹田市情報発信プラザ(Inforestすいた)での展示イベントの活用について 

● 資料７  新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた取組みについて 

添付資料：幹事会議事録(令和２年 11月分)  

追加配付資料：アジェンダ 21すいた幹事会に関する細則（案） 

       NPO法人すいた市民環境会議「吹田の郷」(2020年 12月 129号) 

 1 報告  



 

 

 

 

 

■エネルギー部会 

 市民向けのセミナーのオンライン開催を検討中。（コロナも考慮） 

 アジェンダとしてのアカウントを取得できないか。 

 （ズームだけではなく、最良のオンライン会議を検討する） 

 省エネ相談会については、とよなか市民環境会議アジェンダ２１の事例を参考に

進めている（規模が大きいため） 

 とよなか市民環境展に伺い、事務局長の方へ挨拶をし、今後、省エネ相談会に限

らず、様々な場での情報交換の依頼をした。 

 

■自然部会 

 商工会議所の植込みについて、工事が来年の４月からに延期となったので、生物

多様性に配慮していることを書いた看板の設置については来年度の取組になる予

定。 

 

■資源部会 

 水川氏不在。三輪氏から報告有。 

 すいた市民環境会議主催の「神崎川河畔プラごみゼロアクション」に水川氏が参

加し、「大阪ごみを考える通信」に５ページから７ページまで記事を作成。 

 ※「大阪ごみを考える会」…40年ほど続いている団体で、行政の廃棄物担当の方

が引退した後、会を運営している。水川さんは通信の編集を担当。 

 

■NPO法人 すいた環境学習協会（SELF） 

 第１回目の「仲間と学ぶ体験講座」（大阪ガス担当）の後、新型コロナウイルスの

影響でそれ以降の講座が実施できていない状況。 

 

■大阪学院大学  

 特に報告事項なし。 

 

■大阪ガス  

・NEXT２１(※)が新しい部屋を３～４部屋程造り、２部屋ほどが見学可能で来年

から入居予定。 

 ※NEXT２１…環境に優しい住宅とはどういう家なのかを実験する実験住宅。 

        社宅として、社員が住み、定期的にレポートを研究部門に渡し、

実際住んでみてどうかという研究をしている。 

・メタネーションという最新技術を 2025年の大阪・関西万博で出展し、実験する

予定。 

 太陽光発電や風力発電は不安定で、電力が余剰になる場合がある。その電力を使

って水を電気分解して水素(H)を取り出して、その水素を使って空気中の二酸化炭



素と合成してメタン(CH₄)を生成する実験。 

 メタンは都市ガスの主成分で、二酸化炭素と合成して作られたメタンを都市ガス

に流せば、「カーボンニュートラル」のメタンになる。 

 

■NPO法人 すいた市民環境会議 

 特に報告事項なし。 

 

■行政 

・１月１３日（水）から１月２７日（水）まで第 2回フードドライブを開催。 

 受付場所：環境政策室、のびのび子育てプラザ(北部拠点として新たに設置) 

  寄付できる食品…常温保存可能、未開封、賞味期限が２月２８日より後の食品。 

  今回からフードドライブのイメージキャラクター「風土 虎息吹」を市職員が

作成。 

 

・フラッグシッププロジェクトより 

 【地球温暖化防止】 

  特に報告事項なし。 

 

 【食品ロス削減】 

  食ロスに協力していただけるお店を増やすため、要項、趣意書を整えている。 

  料理等のジャンルが分かりにくかったので、増やす予定。 

  市民の皆さんがお店を探しやすいように HPを整える予定。 

 

２ 新規団体会員 ほぼエコCafé&Gallerry「NAZ（ナーズ）」について（資料３） 

 【事務局から説明】 

  「NAZ（ナーズ）」が団体会員として加入することになり、フラッグシッププロ

ジェクトや部会への参加も前向きに検討している。幹事からご意見やご提案な

ど賜りたい。 

 【大林様より説明】 

  ほぼエコCafé&Gallerry「NAZ（ナーズ）」は関西大学の正門すぐにあり、昨

年の５月からオープンしている。 

  環境情報ステーション pico と、グリーンコンシューマー大阪ネットワークの

２つのNPO法人が協力して運営。 

  大林氏は picoの代表で、活動を始めて約２５年。 

  環境情報を皆様に知っていただきたいという思いから、イベント情報誌「関西

環境ボランティアガイド」という団体を紹介する本の作成等をしていた。 

  情報はスピード感が大切になってきており、本を出版するのは労力もかかるの

で、ネットで情報発信をしていきたいが更新することにも体力を使う。 



  何か打開策を求め、アジェンダ２１すいたに加入したいと考えている。 

  「NAZ」では、環境についてお話をされる方や、エコ商品を見に来てくださっ

た方がゆっくりしていただけるようにコーヒーを提供。 

  ミーティング会場としても１ドリンクでスペースを貸している。 

  フードドライブの食品の受取場所にするのも可能かと思っている。 

 【大林氏より質問】 

  部会のどこかに所属して活動していくのが良いのか。 

→・お試しで各部会の会議に参加してもらってはどうか。 

・興味のある分野に団体のメンバーがそれぞれ所属していただくのはどうか。 

 ⇒部会やプロジェクト会議の日程を事務局から大林氏に伝える。 

 

３ すいた環境教育フェスタ（ウェブ開催）について（資料４、５） 

  例年、すいた環境教育フェスタは参加型で開催していたが、今年度は新型コロ

ナウイルスの影響で開催方法を見直すこととなり、市ホームページ等を活用し

た、ウェブで開催する予定。 

  出展団体を募集中。（出展申請締切：2021年１月１９日(火)まで） 

  データベースで動画や画像、PDF等で活動紹介等を作ることになる。 

  【アジェンダからの出展内容(案)】 

   ・市役所本庁舎ロビー展示時に作成したパネルのデータ 

    （食品ロス削減 FSP、エネルギー部会、自然部会） 

   ・SDGｓボールリレーの動画 

    →アジェンダとして出すか、市として出すのかは事務局で検討。 

  書類の記入は三輪代表が行い、アジェンダとしてのまとめ役は池渕幹事が担う。 

 【質問】 

 ・フェスタのホームページには団体の名前のみ掲載されるのか？サムネイルは必

要か？ 

  →少なくとも動画を提供する団体へはサムネイルを求める予定。 

  →PDF 等で提出する団体は事務局にて掲載方法を検討した上でサムネイルが

必要である場合は求める。 

 ・毎年、環境学習学習発表会と同時開催しているが、今年はどうか？ 

  →環境学習発表会は千里ニュータウンプラザにて展示予定。同時開催ではない。 

 

４ 吹田市情報発信プラザでの展示イベントについて（資料６）   

  EXPOCITY内の Inforestすいたについて、シティプロモーション推進室より

展示スペースを使う予定があるか照会有。 

  →事務局の提案として６月の環境月間と１０月のすいたクールアースウィーク

を挙げている。ご意見をいただきたい。 

 ・食ロスの日が１０月３０日なので、すいたクールアースウィークのときに一緒



に入れてもらうのはどうか？ 

  →回答書に組み込む。 

 ⇒事務局案のとおり提出することで承認。 

 

５ アジェンダ２１すいた幹事会のオンライン開催について 

  幹事会のオンライン開催について、三輪代表より提案有。 

 ・会議時間の無制限化や講座を行うことを考えるとアカウントが必要。 

 →市の zoom端末については、行政幹事や事務局が会議に参加する場合は、使用

可能。市の備品を使用するため、職員の立ち合いが無い場合は使用が難しい。  

 ・アジェンダの予算に余裕があるのならアカウントを 1つ作ってはどうか。 

 →試行的に職員が参加する会議にてオンライン開催し、軌道に乗ってきたらアカ

ウントを作成してはどうか。 

 ・幹事会をオンライン開催にした場合、アジェンダの細則等に齟齬がでないか。 

 →細則の事務局案を提示。（追加資料） 

  【意見】 

  ・オンライン開催は、特段の事情は必要なく、代表の判断でオンライン開催が

できるという条件で構わないのでは。 

  →意見をもとに、事務局にて細則の文言を考え、改めて提示する。 

  【質問】 

  ・今まで幹事会の日に活動に要した経費を現金にて受け取っていたが、オンラ

イン開催にすると、どうなるのか？ 

  →アジェンダで決めているのは幹事会において現金で支払う場合の基準のみ。

振込については、手数料はかかるが、可能。 

  →オンライン開催自体も定まっていないので、問題提起ということで、一旦、

進めてみて、考えたらいいと思う。 

  ⇒幹事が取りまとめて請求し、まとめて支払うことを前提として、事務局で細

則を検討。 

 

６ その他 

 ・SDGｓ啓発について 

  三輪代表に広報課から SDGｓの啓発について、ケーブルテレビの出演依頼有。 

  12月 29日に収録、放送は２月予定。 

 

 ・（大阪府より）新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた取組みについ

て（資料７） 

  情報提供のみ。 

 

 ・アジェンダ 21すいたの新規会員獲得方法について 



  アジェンダの個人会員が減少傾向にある。何か有効な方法は無いか。 

 →仕事をしながらでも参加できる組織を構築する必要があるのでは。 

 ⇒継続案件として議論していく。 

 

 令和３年１月７日（木）1３：３0～1５：３0 （予定） 

 


